
●発行所 / 青木村役場　●編集 / 広報編集委員会　●印刷 / 中沢印刷（株）
　長野県小県郡青木村大字田沢 111 番地

■青木村の人口/4,411人　■世帯数/1,731戸（平成30年1月31日現在）

青木村ホームページ　http://www.vill.aoki.nagano.jp/
村長へアクセス　　　(E-mail) m-kitamura@vill.aoki.nagano.jp

好きだよ！ 青木村

3 No.468
2018.3.1

元気良くおもちをついて悪い鬼を追い払え！



現地調査

～青木村地域自然エネルギー研究協議会
　　　　　　　　　　　　 経過報告⑦～

　青木村地域自然エネルギー研究協議会が昨年製造した「ミライズ　あおき」をラオス国へ寄贈し、現地で
の設置・実証実験開始するため現地での環境調査が、1月28日㈰から2月2日㈮の日程で行われました。
　今回の調査団は、関和市会長を団長に、研究協議会からは、増田公男幹事長、金井成夫委員はじめ８名で
編成され、ラオス国北部シェンクアン県を中心に調査を行いました。
　ラオス国は、タイ、ベトナム、ミャンマー、中国、カンボジアに囲まれており、気候は、乾季（11月～３
月）雨季（4月～10月）で熱帯モンスーン気候に属します。今回調査をしたシェンクアン県はラオスの北部
に位置し、山岳地帯は乾季には気温がかなり下がるところです。
　調査に先立ち、シェンクアン県庁を訪問し、副知事をはじめ、農水、環境、建設、経済、外交、観光の部
長さんなどに歓迎をいただきました。その後、特別迎賓室にて、副知事から丁寧なごあいさつとシェンクア
ン県の政策などについてご説明をいただき、青木村長の親書を副知事にお渡ししました。
　調査団の目的である再生エネルギー賦存量・現地機器設置環境調査は、シェンクアン県の部長さん５名の
案内により県内９か所の河川について現場の状況を確認しました。当初「ミライズ　あおき」は、農業用水
路への設置を想定していましたが、堤防が不規則で小規模のため、設置には灌漑用水路の整備もあわせてす
る必要があると思われます。また、その水路も今回の実証実験のために用いるだけでなく、農業用水路と
して活用することで、エネルギー政策だけでなく、農業政策にも寄与するものと考えられます。また、ラオ
ス国の気候は乾季、雨季が顕著であり、5月から10月にかけてタイ山岳地帯にインド洋からのモンスーンに
よって強い風が吹くため、小水力だけでなく風力も有効で、太陽光は１年をとおして発電が期待できます。
　今回の調査団の目的は、現地での環境調査だけでなく、今後の事業展開を考える上で、協力をいただく、
シェンクアン県庁、在ラオス日本国大使館、JICAラオス事務所など官公庁や関係団体等に当研究協議会の取
り組みについて説明をし、再生エネルギーへの理解と今後の協力について調整ができたことも大きな成果と
なりました。

青木村地域自然エネルギー研究協議会
関　　和市
増田　公男
金井　成夫

シェンクアン県庁訪問

村長からの親書を副知事へ

現地調査

現地調査

～ラオス現地調査団  現地調査報告～
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応援をいただいた
前国土交通大臣 太田昭宏 衆議院議員

長野県 油井均建設部長からの事業報告

予約制。1日・半日単位。燃料満タンで返却。使用料金当日。事故損害、農機具損失は利用者負担。
農機名

能力
畝幅等

写
　
真

料
　
金

半
日
１
日

34馬力
ロータリー幅
180㎝

（要大特免許）

2,000円

4,000円

500円

1,000円

2,000円

4,000円

1,500円

3,000円

500円

1,000円

500円

1,000円

500円

1,000円

500円

1,000円

マルチ畝幅
80～35㎝
畝高5～10㎝

21馬力
平場
刈高5～18㎝

８馬力
平場
刈高～3㎝

刈幅50㎝
刈高
～7.5㎝

5.9馬力
堀上幅55㎝
堀上深10㎝

畝高5～35㎝
ブロッコリー等
野菜セル苗対応

6.3馬力
正転逆転
ロータリー
作業幅50㎝

トラクター マルチャー 乗用草刈機 歩行草刈機 畦畔草刈機 堀上機 半自動移植機 管理機

レンタル農機具を利用して、直売所に出荷しよう!レンタル農機具を利用して、直売所に出荷しよう!

【お申し込み先】 青木村農業支援センター（建設農林課内　情 49-3131　☎ 49-0111）

１区画30㎡（５ｍ×６ｍ）で30区画を貸し出します。 場所は、青木村大字沓掛、
宮渕神社のとなりです。 休憩所、トイレを備えた交流センターも使用いただけます。
●青木村「宮渕ふれあい農園」を使用できる人

定期的に農園を訪れることができ、荒らさないように管理
のできる人なら、どなたでもお申し込みいただけます。許
可を受けた人及びその家族の方（グループでの申し込みの
場合には、グループの構成員）がご利用いただけます。

●貸し出し期間
４月１日（以降は契約開始日）から翌年３月31日まで。

●使用料
１区画　年額3,000円（２区画以上契約の場合割引あり）
※ご契約された方に、沓掛温泉「小倉の湯」回数券を差し上げます。

●使用の申し込み
青木村役場建設農林課で申し込みの受付をしています。窓
口に備え付けの申し込み用紙にご記入の上提出してくだ
さい。

●使用できる区画
１家族または１グループ、目安として１区画（２区画以上
歓迎）のご利用となります。

●お問い合わせ先
建設農林課  農業振興係

　情  49-3131　☎ 49-0111

国道143号青木峠新トンネル事業報告会が
開催されました！
　平成30年1月22日㈪、議員連盟沿線市村協議会（青木村、上田市、松本
市、安曇野市、筑北村の議会で構成）の主催による、国道143号青木峠新ト
ンネル事業報告会が、衆議院第一会館(東京都永田町)で開催されました。
　ご来賓として、前国土交通大臣 太田昭宏衆議院議員、務台俊介衆議院
議員、井出庸生衆議院議員、太田昌孝衆議院議員、長野県議会からは清水
純子議員、国からは国土交通省道路局 石川雄一局長、吉岡幹夫企画課長
などの皆様にご出席いただきました。
　また、村からは、北村政夫村長、青木村議会 沓掛計三議長・宮下壽章副
議長、村民会議 岩下勇雄会長（商工会長）が出席しました。
　報告会では、事業者である長野県 油井均建設部長よりご説明をいただ
き、技術的課題を検討する勉強会（国・県・有識者）の実施状況や、検討中
の2つのルート案が示されました。平成30年度にはルートを決定し、道路
予備設計、地質ボーリング調査等を行い、平成31年度以降は早期に事業
化を目指し、環境調査や残土処理地の検討、トンネル詳細設計、橋梁詳細
設計等を順次進めて参りたいと、意気込みの感じられるご説明をいただ
きました。
　来賓からの力強い応援のお言葉をいただき、新トンネルが事業化に向
けて確実に前に進んでいることを実感した、大変有意義な報告会となり
ました。
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今月の
おこしごと

三年間の任期を終えて　　塚田 真也

　青木村に地域おこし協力隊として着任してから三年が経とうとしています。また今年度で地域おこし協力隊の任
期が終了します。2015年の４月から活動を開始しましたが本音を言うととても長く険しい三年間だったように思
います。
　最初、青木村に来る前に地域おこし協力隊の活動について聞いていた話と青木村に来てからの話の違いにとても
戸惑いがあったり、村が私たちにやってほしいと思っていることと私たちが希望する事や得意分野を活かすような
活動の希望との両立が非常に難しく一ヶ月に２～３回は「もうやめようかなぁ」と悩んでいたのを思い出します。
　そんな私が三年間地域おこし協力隊を続けられたのは青木村で出会った方々のおかげです。地域おこし協力隊が
席を置く役場の職員の方々、児童センターの先生方、住まいのお隣や近所の方、消防団の仲間、造園業を通じて出会っ
た方々の優しさや思いやりに触れるたびに「もう少し頑張ってみよう」と思う事が出来ました。また協力隊の任期
が終了してからも青木村に住み続けたいと強く思うようになりました。
　青木村に来る以前の私は「人との出会いや繋がりの素晴らしさもあるけども、人生にはもっと大切な事もある」
と考えて生きていました。日本国内外のいろいろな土地に行っていろいろな人と話をしたり、自然の素晴らしさを
真近で感じたりすることに重きを置いていました。しかし青木村の温かい人たちに逢っていくうちに「今ある人と
の繋がりを大切にする」という考えに変わりました。今まではとにかくひたすらに突っ走って生きてきましたが青
木村に来て初めて「落ち着いてみよう」と思いました。それも青木村で素敵な人たちに出会えたからこそだと思い
ます。ほんとうにありがとうございます。そしてこれからもよろしくお願いします。

３年間ありがとうございました
３月一杯で私たち２名の地域おこし協力隊員の任期が終了します。
村民の皆さまに支えられこうして３年間活動出来ました。今までお世話になりました。

信州青木村 Vol.35地域おこし隊通信
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３年間をふり返って  小林 弘和
１年目
　着任してまずは「青木村を知る」為、村民の方々に会いに行きお話
を伺いました。そしてみかえり漬の梅つぶしのお手伝いやニンニク
の収穫・調整や出荷作業のお手伝いなどをしました。
　「青木村方言かるた」の製作に協力し、夏休みに児童センターに集
まる子供たちと一緒に絵を描きました。「青木村方言かるた」は村内
外から好評いただき最初の150部はすぐに売り切れその後の増刷に
もつながりました。方言かるたの箱絵の為に描いた子檀嶺岳の風景
画は、その後「そば焼酎たち茜」のラベルにも使われそのラベルの文
字と大法寺の絵も担当しました。
　耕作放棄地の利活用と持続可能な農業推進活動として農薬・化成
肥料・除草剤を使わない畑での栽培を始めました。
　「ふるさとCM大賞NAGANO」応募作品に出演、最終エントリーま
で残りました。
 ２年目
　県の元気づくり支援金で青木村のパンフレット等を作成する事業
が採択され、「トレッキングマップ」「信州あおきむらガイドブック」

「インバウンドパンフレット」の作画で大忙しの年となりました。描い
た風景画やイラストは使用しなかったものも含め数十点に及びまし
た。またスケッチツアーも開催し参加した方々の絵を絵はがきにし
ました。
　耕作放棄地の利活用と持続可能な農業推進活動２年目は畑に加え
田んぼでの栽培も始めました。収穫の時に車が田んぼにハマってし
まい途方に暮れていたところを近所の農家さんに助けていただく事
もありました。また農薬・化成肥料・除草剤を使わない農業の実践者
の方々と「信州青木村はばっくらファーマーズ」を結成し生産者マッ
プを作成、ドキュメンタリー映画の上映会も開催しました。
　東京農大との連携が始まり農技連圃場などで一緒にニンニクやエ
ゴマの栽培・出荷調整等の作業をしました。
　前年に引き続き「ふるさとCM大賞NAGANO」応募作品に出演、審
査委員賞を受賞してテレビで年間30回放送されました。
 ３年目
　耕作放棄地の利活用と持続可能な農業推進活動３年目も畑と田ん
ぼでの栽培をしました。収穫の時に機械が田んぼにハマってしまい
途方に暮れていたところを機械部会の方に助けていただく事もあり
ました。
　前年度に製作した「信州あおきむらガイドブック」が「第5回ふるさ
とパンフレット大賞」において全国の都道府県・市町村パンフレット
約2,600種類の中から「マックン賞」（お笑いコンビ パックンマック
ン）を受賞しました。
　「ふるさとCM大賞NAGANO」はこの年は出演する側から一緒に
制作する側にまわりました。
　道の駅あおき農産物直売所へ農産物と絵はがきの出荷を始めまし
た。
　他の自治体様などから少しずつイラストの仕事をいただけるよう
になりました。
そして任期終了後
　退任後も青木村に住み、農業とイラストの仕事を続けていきます。
村の特産品になるような作物の栽培も予定しているので詳細をどこ
かでお伝えしていけたらと思います。
 　３年間の活動の中でたくさんの方々に助けていただき本当に感謝
しております。ありがとうございました。今後も皆さまには何かとお
世話になる事と思いますが引き続きよろしくお願いいたします！
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Q 1
A 1

国 民 健 康 保 険 制 度 が変 わ り ま す
　     国民健康保険制度が改正されると聞くけど、私たちにどんな影響があるのですか？
　       今まで各市町村ごとに運営していた国保を、都道府県と共同運営することになりました。詳しくは広報あおき12
月号にも掲載しています。

Q 2

Q 3

Q 4

Q 5

Q 6

A 2

A 3

A 4

A 5

A 6

　     国保税が上がるって聞いたけど、どうしてですか？
　        国民健康保険制度改革により、市町村と都道府県が共同で国保制度を運営していくこととなり、国保の“お財布”
は都道府県が持つこととなりました。これにより各市町村の負担割合が県より「標準税率」として示されることとなり、
市町村はこの標準税率に見合うよう税率を調整することとなりました。
但し、青木村はこれまで基金（貯金）を利用したりしながら国保税率を低く保ってきたため、急激に税率が上昇しないよう、
主に所得の少ない方たちに配慮しながら、3 ヶ年かけて「標準税率」に合わせていきます。

　     税率をすぐに上げないとしたら、国保会計の不足分の財源はどのように確保するのですか？
　        「標準税率」にすぐに上げない分、国保会計はどうしても不足してしまいますが、この不足分は今年度（平成29
年度）中に基金に積み立てる予定です。

　     青木村の国保税の「伸び率」が県下で２番目に大きいとの報道がありましたが、なぜですか？
　        青木村は先ほどご説明したとおり、平成21年度以降、基金（貯金）を切り崩しながら9年間にわたって国保税額
をあげずになんとかやりくりしてきました。この結果、長野県から示された「標準税率」との差が大きく開き、「伸び率」
が高くなったものと思われます。

　     青木村の医療費はなんでそんなに高くなっているのですか？
　        ここ数年、青木村の医療費は平成24年度の県下5番目となったのをピークに、非常に高い水準で推移しています。
現在医療費の内訳については分析中ですが、糖尿病・脳血管疾患・精神疾患など、長期にわたって継続的な治療が必要
な患者が増えています。また、高額な先進医療や新薬が次々に登場したり、健康を取り巻く環境も大きく変わってきて
いることも要因と考えられます。
　青木村では村民の皆さんの健康状態をデータ化して分析し「健康事業実施（データヘルス）計画」を策定します。こ
れを基に、村民の皆さんが健康で長生きするにはどんなことが必要か？という原因を探り、健康であり続けるための生
活づくりを進めるべく平成30年度に「健康寿命延伸計画」を策定する予定です。この「健康であり続ける」ことこそ、
医療費を抑えることになるのです。

　     「健康に長生きする」ために、どんなことをしたらよいですか？
　       現在、健康診断を受けて頂いて病気の予防や早期治療につなげていこうというのが青木村や多くの市区町村の方
針ですが、それぞれの市区町村によって気を付けなければいけない病気には傾向があります。その傾向をデータ分析に
よって探ってまとめた「健康寿命延伸計画」をつくり、重篤な病とつながりやすい生活習慣の改善方法を村民の皆さん
にお示しできればと考えています。
　長野県でも同様に「ACEプロジェクト」と銘打った生活習慣病予防の取り組みを行っています。

①まず、病気原因や傾向を探るために「多くの方に健診を受けて頂く」ことが必要です。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓
②気を付けるべき病気に対して、生活習慣等をどのように変えてけばよいか分析します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓
③必要な運動や、病気を予防できる食事の献立などを提案し、皆さんに実践して頂きます。

※1 事業費納付金…国保制度を運営するのに必要な財源を確保するため、各市町村が被保険者数や医療費給付等に応じた額を都道府県に納める
ものです。

※2 標準税率…※1の事業費納付金を確保するために必要な税額。都道府県から市町村に示されることとなります。

平成30年４月から

・標準税率（※2）の決定 ・標準税率に基づく賦課徴収

・医療費の受領

・国保税の納付
・医療費の支払

・事業費納付金(※1)を県へ支払

・給付費を医療機関へ支払・給付費を市町村へ支払

長　野　県 青　木　村

医療機関

国保加入者
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上小圏域障害者総合支援センターよりお知らせ
  ●「上小圏域障がい者自立支援協議会」とは？

  ●平成30年4月からこんなサービスが始まります。

　地域における障がい福祉の関係者の連携や支援体制の構築などを話し合っています。上小圏域では、平成19
年度から地域ニーズに対する検討の場として活動が始まり、平成20年度から年3回の本会と課題ごと検討部会
が開催されています。

　障害者総合支援法と児童福祉法が改正され、新たなサービスの創設や制度が充実します。

【お問い合わせ】　上小圏域障害者総合支援センター　☎ 28-5522　FAX 28-5520
                        住民福祉課　住民福祉係　            情  49-3132　☎ 49-0111

〈例えば、こんなことが話し合われています。〉
・障がい児者とその家族が安心して暮らし続けられるため

の体制の整備
・医療的な支援が必要な子どもが在宅で生活するための支援
・障害者虐待の防止や障害を理由とした差別の解消
・障がいのある子どもの緊急時の支援

・自立生活援助
　一人暮らしに必要な理解力や生活力を補うために、定期

的な居宅訪問や随時の対応により必要な支援を行います。
・就労定着支援
　就労に伴う生活面の課題に対応できるよう、事業所・家

族との連絡調整等の支援を一定期間にわたり行います。
・重度訪問介護の訪問先の拡大
　最重度の障がい者が医療機関に入院した際に、入院中の

医療機関においてもヘルパーが利用でき、そのニーズを
的確に医療従事者に伝達する等の支援を行います。

・高齢障がい者の介護保険サービスの円滑な利用
　一定の高齢障がい者に対し、一般高齢者との公平性を踏

・精神障がい者の居住確保やアパート等で生活する場合の
支援の構築

・障がい者の経済的な自立に向けたが就労支援
・強度行動障がい者への支援体制の構築
・福祉現場で働く人材の育成  など

まえ、介護保険サービスの利用者負担を軽減（償還）で
きる仕組みを設けます。　

・居宅訪問により児童発達支援を提供
　外出することが困難な重度の障がい児に発達支援が提供

できるよう、障がい児の居宅を訪問して発達支援を行う
サービスが創設されます。

・保育所等訪問支援の対象拡大
　保育所等訪問支援の対象を乳児院や児童養護施設に入所

している障がい児に拡大されます。
・補装具の貸与制度の追加
　「貸与」が適当と判断された場合に補装具本体の貸与が

行われます。

7広報あおき　468号



村からのお知らせです　　〜各課からの連絡をお知らせいたします〜
♪
♪

♪
♪

　
心
の
悩
み
に
保
健
師
が
応
じ

る「
心
の
健
康
相
談
」を
行
い
ま
す
。

相
談
日　
三
月
十
五
日
㈭

　
　
　
　
三
月
二
十
七
日
㈫

時
　
間　
午
後
一
時
半
～
四
時
半

場
　
所　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
予
約
制（
各
回
一
人
～
二
人
）

で
行
い
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方

は
相
談
日
の
前
日
ま
で
に
、
住

民
福
祉
課
保
健
師
ま
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

問　
住
民
福
祉
課
保
健
師

情　
四
九
―
三
一
三
二

☎　
四
九
―
〇
一
一
一

　

概
ね
六
十
五
歳
以
上
の
方

を
対
象
に
、「
硬
い
物
が
食
べ

に
く
い
」「
お
茶
や
汁
物
で
む

せ
や
す
い
」「
口
が
渇
く
」
等
、

気
に
な
る
歯
（
義
歯
）
や
お
口

の
悩
み
の
解
決
に
向
け
て
歯
科

衛
生
士
が
個
別
に
お
口
の
健
康

相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
日　
三
月
十
六
日
㈮

時
　
間　
午
前
九
時
～
十
二
時

場
　
所　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
予
約
制（
一
人
三
十
分
で
四
人

ま
で
）で
行
い
ま
す
の
で
相
談
を

心
の
健
康
相
談
の
お
知
ら
せ

お
口
の
健
康
相
談
の
お
知
ら
せ

　
　
　
　
午
前
十
時
～
午
後
一
時

場
　
所　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
栄
養
指
導
実
習
室

参
加
費　
五
百
円

持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン・三
角
巾・

　
　
　
　
タ
オ
ル

　

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

七
日
㈬
ま
で
に
、住
民
福
祉
課
保

健
師
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問　
住
民
福
祉
課
保
健
師

情　
四
九
―
三
一
三
二

☎　
四
九
―
〇
一
一
一

　
今
月
の「
介
護
者
の
つ
ど
い
」

は
、
今
年
度
の
内
容
を
振
り
返

り
、
来
年
度
の
内
容
を
一
緒
に

考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

日
　
時　
三
月
十
三
日
㈫

　
　
　
　
午
後
一
時
～
三
時

場
　
所　
高
齢
者
生
活
福
祉

　
　
　
　
セ
ン
タ
ー

　
ご
家
族
を
介
護
さ
れ
て
い
る

方
で
参
加
、
送
迎
を
希
望
さ
れ

る
方
は
前
日
ま
で
に
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

問　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

情　
四
九
―
一
一
一
〇

☎　
四
九
―
〇
一
一
一

介
護
者
の
つ
ど
い
の

�
お
知
ら
せ

　
０
歳
～
未
就
園
の
子
ど
も
さ

ん
の
身
長
・
体
重
測
定
や
育
児

相
談
等
に
保
健
師
が
応
じ
る
母

子
相
談
を
行
い
ま
す
。
あ
わ
せ

て
、栄
養
士
に
よ
る
離
乳
食（
幼

児
食
）
の
相
談
も
あ
り
ま
す
の

で
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

相
談
日　
三
月
十
三
日
㈫

時
　
間　
午
前
九
時
～
十
二
時

（
離
乳
食
相
談
は
九
時
半
～

�

十
一
時
半
ま
で
）

場
　
所　
保
健
セ
ン
タ
ー

持
ち
物　
母
子
手
帳

問　
住
民
福
祉
課
保
健
師

情　
四
九
―
三
一
三
二

☎　
四
九
―
〇
一
一
一

　
「
男
性
の
料
理
教
室
」
を
開

催
し
ま
す
。
家
で
も
作
れ
る
内

容
で
、
料
理
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー

が
広
が
り
ま
す
。
男
性
の
方
で

料
理
に
興
味
の
あ
る
方
、
ふ

る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
第
十
二
回

日
　
時　
三
月
九
日
㈮

母
子
相
談・離
乳
食
相
談
の

�

お
知
ら
せ

男
性
の
料
理
教
室
の

�

お
知
ら
せ

住
民
福
祉
課

希
望
さ
れ
る
方
は
、七
日
㈬
ま
で

に
、地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

情
　
四
九
―
一
一
一
〇

☎　
四
九
―
〇
一
一
一

　
概
ね
六
十
歳
～
七
十
九
歳
ま

で
の
方
を
対
象
に
「
認
知
症
予

防
」「
転
倒
予
防
」
を
目
的
と

し
た
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

●
第
十
二
回

日
　
時　
三
月
二
十
日
㈫

　
　
　
　
午
後
一
時
半
～
三
時
半

場
　
所　
文
化
会
館　
講
堂

持
ち
物　
水
分
補
給
の
た
め
の

　
　
　
　
飲
み
物

　
参
加
、
送
迎
を
希
望
さ
れ
る

方
は
前
日
ま
で
に
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

問　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

情　
四
九
―
一
一
一
〇

☎　
四
九
―
〇
一
一
一

　
昨
年
五
月
か
ら
、
全
国
の
法

務
局
に
お
い
て
、
各
種
相
続
手

脳
と
体
の
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室
の

�

お
知
ら
せ

「
法
定
相
続
情
報
証
明
制
度
」

�

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

続
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

「
法
定
相
続
情
報
証
明
制
度
」

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
の
制
度
は
、
法
定
相
続
人

が
誰
で
あ
る
の
か
を
登
記
官
が

証
明
す
る
も
の
で
す
。
利
用
に

あ
た
っ
て
は
、
法
務
局
に
亡
く

な
ら
れ
た
方
の
出
生
か
ら
死
亡

ま
で
の
戸
籍
等
を
提
出
し
て
い

た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。
そ

し
て
各
種
の
相
続
手
続
き
（
預

金
の
払
戻
し
や
相
続
登
記
等
）

に
お
い
て
、
こ
の
証
明
書
を
戸

籍
謄
本
等
の
代
わ
り
に
提
出
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
、
複
数
の
手

続
を
同
時
に
進
め
ら
れ
、
時
間

短
縮
に
つ
な
が
る
メ
リ
ッ
ト
が

あ
り
ま
す
。

　
是
非
、
こ
の
制
度
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
長
野

地
方
法
務
局
上
田
支
局
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
法
務

局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し

て
お
り
ま
す
。

※
相
続
手
続
で
必
要
と
な
る
書

類
は
、
各
機
関
で
異
な
り
ま
す

の
で
、
必
要
な
書
類
は
提
出
先

と
な
る
各
機
関
に
ご
照
会
く
だ

さ
い
。

問　
長
野
地
方
法
務
局
上
田
支
局

☎　
二
三
―
二
〇
〇
一
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♪
♪

♪
♪

村からのお知らせです　　〜各課からの連絡をお知らせいたします〜

帯
等
に
よ
り
、
申
し
込
み
を
受

け
付
け
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

入
居
要
件
等
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
戸
数　
一
戸

構
造　
木
造
平
屋

家
賃　
所
得
に
応
じ
て

問　
商
工
観
光
移
住
課

情
　
四
九
―
三
一
三
一

☎
　
四
九
―
〇
一
一
一

建
設
農
林
課

　
春
先
は
空
気
が
乾
燥
し
、
林

野
火
災
や
枯
草
の
火
災
が
発
生

し
や
す
い
季
節
で
す
。
大
切
な

森
林
を
山
火
事
か
ら
守
る
た
め

に
、
三
月
一
日
㈭
か
ら
五
月

三
十
一
日
㈭
ま
で
を
春
の
山
火

事
予
防
運
動
実
施
期
間
と
し
て

い
ま
す
。

統
一
標
語
『
小
さ
な
火
　
大
き

な
森
を
　
破
壊
す
る
』

　
こ
の
季
節
は
山
菜
取
り
や
ハ

イ
キ
ン
グ
な
ど
野
山
へ
出
か
け

る
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
が
、

そ
の
際
に
も
火
の
取
扱
に
は
注

意
し
ま
し
ょ
う
。
特
に
周
辺
に

林
野
火
災
の
予
防
に
つ
い
て

商
工
観
光
移
住
課

　
青
木
区
に
あ
る
村
営
住
宅
青

木
中
央
団
地
へ
の
入
居
者
を
募

集
し
ま
す
。
入
居
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
役
場
に
用
意
し
て
あ

る
所
定
の
様
式
に
よ
り
、
三
月

十
六
日
㈮
午
後
三
時
ま
で
に
商

工
観
光
移
住
課
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
希
望
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
と
な
る
ほ
か
、
年
齢
、

所
得
、
納
税
の
状
況
、
単
身
世

村
営
住
宅
入
居
者
募
集

燃
え
や
す
い
も
の
が
あ
る
場
所

や
風
の
強
い
日
に
は
火
を
使
わ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
次
の
こ
と
に
気
を
付
け
て
、

か
け
が
え
の
な
い
地
域
の
森
林

を
皆
さ
ん
で
守
り
ま
し
ょ
う
。

一
、
た
き
火
な
ど
の
場
所
か
ら

離
れ
る
と
き
は
、
完
全
に
消
火

し
た
こ
と
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

二
、
た
ば
こ
の
吸
殻
の
投
捨
て

は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

三
、
風
の
強
い
日
や
乾
燥
し
て

い
る
と
き
は
、
火
を
使
わ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

教
育
委
員
会

　
小
中
学
生
を
対
象
と
す
る
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
の
団
員
を
募
集

し
ま
す
。
募
集
種
目
は
七
種
目

で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
が
好
き
、
ス

ポ
ー
ツ
を
や
っ
て
み
た
い
と

思
っ
て
い
る
児
童
・
生
徒
な
ら

誰
で
も
入
団
で
き
ま
す
。
初
心

者
の
方
も
お
気
軽
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

種
　
目

　
①
軟
式
野
球

　
②
剣
道

平
成
三
十
年
度

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
団
員
募
集

　
③
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

　
④
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

　
⑤
サ
ッ
カ
ー

　
⑥
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
⑦
太
鼓

募
集
対
象
者　
小
学
新
一
年
生

～
中
学
新
三
年
生

＊
種
目
に
よ
っ
て
対
象
年
齢
が

異
な
り
ま
す
。

練
習
日　
原
則
日
曜
日

参
加
費　
千
二
百
円

�

（
ス
ポ
ー
ツ
保
険
料
を
含
む
）

＊
教
室
に
よ
っ
て
は
別
途
年
会

費
等
が
発
生
し
ま
す
の
で
ご
承

知
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
方
法

　
後
日
、
新
小
中
学
生
に
詳
細

資
料
と
申
込
用
紙
を
配
布
し
ま

す
。
参
加
を
希
望
の
方
は
参
加

費
を
添
え
て
教
育
委
員
会
（
文

化
会
館
）
ま
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

問　
教
育
委
員
会

情
・
☎　
四
九
―
二
二
二
四

　
毎
年
恒
例
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会

を
開
催
し
ま
す
。
春
の
さ
わ
や

か
な
風
を
感
じ
、
義
民
の
里
・

青
木
村
を
走
り
抜
け
ま
せ
ん
か
。

「
義
民
の
里
を
走
ろ
う
！
」

マ
ラ
ソ
ン
大
会
参
加
者
募
集

　
体
力
づ
く
り
や
腕
試
し
な
ど

を
目
的
と
し
、
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
大
勢
の
皆
様
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日
　
時　
四
月
八
日
㈰

　
　
　
　
午
後
一
時
半

＊
午
後
一
時
よ
り
受
付
を
開
始

し
ま
す
。

会
　
場　
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

参
加
費　
無　
料

参
加
部
門

◆
２
㎞
の
部（
二
時
ス
タ
ー
ト
）

　
男
子　
小
学
生
の
部

　
　
　
　
　
一
般
の
部

　
女
子　
小
学
生
の
部

　
　
　
　
　
一
般
の
部

◆
４
㎞
の
部（
二
時
半
ス
タ
ー
ト
）

　
男
子　
　
　
小
学
生
の
部

　
　
　
　
　
　
一
般
の
部

　
女
子
の
部　
小
学
生
以
上

　
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
教

育
委
員
会
ま
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

問　
教
育
委
員
会

情
・
☎　
四
九
―
二
二
二
四

青
木
中
央
団
地
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青木村 燃やせるごみ排出量
平成30年1月分 平成29年1月分 前年対比

39,780 Kg 39,700 Kg 100.20%
　1月分の燃やせるごみ排出量は前年とほぼ同量となっています。
　生ごみは堆肥化して再利用するか、充分乾燥させてから出すこ
とで重さを大幅に減らすことができます。
　生ごみを堆肥化できるコンポストをダンボールでつくること
ができます。作り方は役場などで配布していますので是非ご覧く
ださい。



村からのお知らせです　　〜各課からの連絡をお知らせいたします〜
♪
♪

♪
♪

信州うえだ農協・郵便局

3月26日㈪
その他の金融機関

4月2日㈪

今月の
納税口座振替日

残高の確認を、お願いします。

総
務
企
画
課

平
成
30
年 

地
区
役
員
名
簿

1　予備自衛官補（一般・技能）
社会人や学生生活を送りながら予備自衛官を目指すコース

身　　分　非常勤の特別職国家公務員
受験資格　

（一　般）18歳以上34歳未満の者
（技　能）国家資格免許を保有する18歳以上53歳〜55歳
　　　　 未満（保有する免許による）
　　　　 ※年齢は平成30年7月1日㈰現在
受付期間　平成30年4月6日㈮まで
採用試験　平成30年4月14日㈯〜18日㈬の指定する1日

2　自衛隊幹部候補生
大学等から幹部自衛官を目指すコース
受験資格　
■大卒程度試験
・20歳以上22歳未満の者で大学を卒業した者
 （卒業見込みを含む）
・22歳以上26歳未満の者

・22歳以上28歳未満で修士課程等を修了者
 （学位取得見込みを含む）又はこれに相当する者

■院卒者試験
・20歳以上28歳未満の者で修士課程修了者
※ 資格は平成31年4月1日㈪現在
受付期間　平成30年3月1日㈭〜5月1日㈫
1次試験　平成30年5月12日㈯・13日㈰

3　自衛官候補生
任期制自衛官として任期満了時に、継続か退職か自己を見
つめ直すチャンスのある制度!
受験資格　18歳以上27歳未満の男子
受付期間　年間を通じて行っております。
採用試験　平成30年3月3日㈯・10日㈯・11日㈰

【お問い合わせ先】
自衛隊長野地方協力本部　上田地域事務所
� ☎ 0268-22-5267

平成30年 春季自衛官等募集案内

　地震や武力攻撃などの発生時に備え、次のとおり情報伝達訓練を行います。
この訓練は、全国瞬時警報システム（Jアラート）（※）を用いた訓練で、青木村以外
の地域でも様々な手段を用いて情報伝達訓練が行われます。

⑴ 訓練実施日時　　平成30年3月14日㈬　午前11時00分ころ
⑵ 訓練で行う放送試験

　（※）Jアラートとは、地震・津波や武力攻撃などの緊急情報を、国から人工衛星などを通じて
　　　瞬時にお伝えするシステムです。

【お問い合わせ先】　総務企画課　 情  ・☎ 49-0111

情報告知端末機を用いた

情報伝達訓練の実施

情報伝達手段 放送内容

情報告知端末機

　情報告知端末機から次のように放送されます。
【放送内容】
　+　上りチャイム音
　+　「これは、Jアラートのテストです。」×3
　+　下りチャイム音 3月18日㈰

結婚相談

3月8日㈭

心配ごと
相談

いずれも午後1 時〜4 時
場所 : 老人福祉センター

地　区　名 区　　長 分　館　長 分 館 主 事 育 成 会 長
当 　 郷 坂井　　　弘 佐藤　　　敬 佐藤　　　敬 岡澤　　　智
村 　 松 中澤　知賀雄 小泉　　善裕 小泉　　善裕 小林　　健志
入 田 沢 若林　　眞一 岩崎　　　剛 岩崎　　　剛 田中　　秀明
中 　 　 村 杉村　　善明 召田　　　毅 召田　　　毅 西澤　　英男
中 　 　 挾 小宮山　洋一 横田　　尚久 横田　　尚久 塩澤　　　誠
下 奈 良 本 多田　　　健 山下　　次人 山下　　次人 岩本　　千章
入 奈 良 本 堀内　　律男 堀内　　藤雄 堀内　　藤雄 堀内　　和彦
沓 　 　 掛 沓掛　　一郎 池田　　　誠 池田　　　誠 山浦　　哲郎
夫 　 　 神 永井　　　智 清水　　雄二 小林　　　剛 清水　　雄二
細 　 　 谷 神樂　　厚志 市川　　邦雄 市川　　邦雄 小林　　一志
殿 戸 小池　　一男 小林　　宏記 小林　　宏記 戸島　　孝幸
青 木 児玉　　庄司 児玉　　庄司 西戸　　隆司 原田　　隆志

※敬称略

平成 30年 3月号10
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村からのお知らせです　　〜各課からの連絡をお知らせいたします〜

住宅防火チェックシート
春の火災予防運動　　3月1日㈭〜 7日㈬
 
平成29年度 全国統一防火標語　

　「火の用心　ことばを形に　習慣に」
 
平成29年度 上田地域広域連合消防本部防火標語

　「〝海無し県〟〝火の海〟なんて　つくらない」　上田市立真田中学校　青木　優作さんの作品

　　平成29年中に上田市内で発生した火災は61件で、火災による死者は3人でした。出火原因の第1位は「たき火」で19件
でした。そのうち12件が3月から5月に発生しています。火災による被害を減らすためには、1人ひとりが普段の生活の中で、
防火に対する意識を高めることが必要です。
　また、春の火災予防運動に合わせて、「全国山火事予防運動」が実施されます。林野周辺にお住まいの方や入山する方は、
この時期に山火事への防火意識を高め、山火事予防に努めていただきますようお願いします。
 
　昨年中、建物火災は27件発生し、そのうち16件が住宅火災でした。住宅火災によりお二人の尊い命が失われています。
　少しの注意と、日頃からの心がけで防げる火災がほとんどです。「住宅防火チェックシート」を活用し、家や身の周りを点
検して、大切な命や財産を守りましょう。

シートベルトを
つけよう！

上田管内 交通死亡事故多発中

助手席・後部座席　全席着用
チャイルドシートを正しく着用

訓練期間　5月24日㈭～ 8月23日㈭（土日祝日お盆除く）
場　　所　ニチイ学館　上田校（上田駅前ビル パレオ６階）
定　　員　求職者20名
申し込み　4月24日㈫までに、ハローワーク上田訓練担当窓口へお申し込みください。
入校選考　5月10日㈭ 午後1時30分～
費　　用　受講料無料。ただしテキスト代等は自己負担。

【お問い合わせ先】　長野県工科短期大学校　☎ 0268-39-1111

公共職業訓練 『介護スタッフ養成科』受講生募集

点検日　　　　　　年　　　　　　月　　　　　　日 確認項目

項目 チェックポイント はい いいえ 未確認

たばこ
　□吸う
　□吸わない
　（吸わない場合は次項目へ）

①　灰皿以外に吸殻を捨てている
②　灰皿の周りに燃えやすいものを置いている
③　床や布団に焦げ跡がある（寝たばこ含む）

こんろ
　□ガス
　□ＩＨ
　（ＩＨの場合は次項目へ）

④　周りに燃えやすいものを置いている
⑤　ひどく焦げた鍋や、やかんを使っている
⑥　火の消し忘れがある（　自覚あり　・　なし　）

ストーブ
　□石油
　□電気
　□ガス
　□薪等

⑦　ストーブの上に洗濯物を干している
⑧　ストーブの周りに燃えやすいものが置いてある
⑨　火を消さずに給油している（石油ストーブの場合）

電気器具類
⑩　電気コードを束ねたまま使用している
⑪　たこ足配線をしている

仏壇 ⑫　ローソク・線香たて周辺に燃えやすい物が置いてある

その他
⑬　家の周りや室内に物が乱雑に置いてある
⑭　敷地内でたき火をしている
⑮　住宅用火災警報器がついていない

11広報あおき　468号
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村からのお知らせです　　〜各課からの連絡をお知らせいたします〜

〈三月〉 青木の空模様　
本格的な春！　気象による災害と花粉症や気象病の季節・・・

　3月に入ると信濃路もようやく南の地方からウメ花前線
の北上とともに、長い冬から待ちに待った早春となる。3月
6日は啓蟄（けいちつ）で冬ごもりの虫たちも穴から出始め
る。21日は春分で昼と夜の長さが同じになり、この頃から
渡り鳥のウグイスやヒバリの初鳴きが聞こえる。
　春は冬から夏への移り変わりの季節で、冬の間日本列島を
支配していた大陸の高気圧も衰え、移動性高気圧と低気圧が
交互に通るため、前線の通過する回数が多い。このため、一年
中で天気変化の最も激しい季節であり、天気は3日か4日の
周期で繰り返される。気温は次第に上がってくるものの不規
則な波の上り下がりのように変化しながら、ひと雨ごと暖か
くなって、「男心と春の空」と言ってもいいくらい気象災害
や気象病の発生する割合が多い季節である。
　特に、日本海に低気圧が入って発達する時は、突風や暖か
い南よりの強風が吹いてフェ－ン現象が起こると、空気が乾
燥し春の大火災をあげれば切りがないほど多い。

　また、砂ぼこりはもちろんのこと花粉などが飛散して、3
月を中心に飛散量が多くなり、これらが目に入り結膜炎やア
レルギー性の人はノドや鼻の粘膜の炎症など花粉症にかか
る人が多くなる。
　そして、前線の通過する回数が多いので気温などの気象要
素が目まぐるしく変化し、生活のリズムがくるったりして、
俗に言う気象病（気象変化によって誘発される病気）も起こ
りやすい。消化器系や神経系の異常をもたらし、下痢や便秘、
顔面神経マヒが起こりやすいと言う。
　春の季節の進み具合を教えてくれる一番の目安は、植物の
開花や渡り鳥の初見・初鳴きなどがある。植物は平均気温が
5度以上になると、冬眠状況にあった秋蒔きの麦類や冬越し
の野菜類をはじめ多くの植物が活動を始め生育する期間を
植物期間と言っている。青木村の植物期間は３月下旬にス
タートする。

文責：岩渕　登喜夫

今月のおもな行事予定
1 木 納税申告相談・入田沢（午前：原池・弘法、

午後：洞・木立・きだち団地）
2 金 納税申告相談・中村

3 土
健康づくり講演会
希望保育
小学生のためのおはなし会

6 火 納税申告相談・中挾
お誕生相談・2 歳児健診　健康相談

7 水
納税申告相談・下奈良本
筋力アップほきぼき教室⑫
わくわく広場

8 木 納税申告相談・入奈良本
心配ごと相談

9 金 納税申告相談・沓掛
男性の料理教室

10 土 希望保育
11 日 郷土美術館　「ゼフィルス展」ギャラリートーク
12 月 納税申告相談・夫神

13 火
納税申告相談・細谷
介護者のつどい
母子相談・離乳食相談

14 水 納税申告相談・殿戸
さわやか体力づくり

15 木 赤ちゃんのためのおはなし会
心の健康相談

16 金 お口の健康相談④
18 日 結婚相談
20 火 脳と体のストレッチ教室⑫
24 土 希望保育
26 月 希望保育（～ 31 日）
27 火 心の健康相談
28 水 さわやか体力づくり閉講式
31 土 図書館休館

※おもな行事のみ掲載をしておりますので、詳しい内容・掲載されて
　いない行事については、生涯学習カレンダーをご覧いただくか
　もしくは、各担当へご連絡ください。

概要　国税局や税務署において、税のスペシャリストとして働く
国税専門官（国家公務員）を募集します。

受験資格　
　１、昭和63年4月2日～平成9年4月1日生まれの者
　２、平成9年4月2日以降生まれの者で次に掲げる者
　　　⑴ 大学を卒業した者及び
　　　　 平成31年3月までに大学を卒業する見込みの者
　　　⑵ 人事院が⑴に掲げる者と同等の資格があると認める者
試験の程度　大学卒業程度
申し込み方法等

【原則】インターネット申し込み
　　※次のアドレスヘアクセスし、説明に従って入力
　　　http ://www. jinji-shiken.go.jp/juken.html
　　※受付期間
　　　平成30年3月30日㈮ 午前9時〜 4月11日㈬［受信有効］

【インターネット申し込みができない場合】　郵送又は持参
　　※提出先
　　　希望する第1次試験地に対応する国税局又は沖縄国税事務所
　　※受付期間　
　　　平成30年3月30日㈮～ 4月2日㈪［通信日付印有効］
試験日　第1次試験日　平成30年6月10日㈰
　　　　第2次試験日　平成30年7月12日㈭〜 7月19日㈭
　　　　のいずれか第1次試験合格通知書で指定する日時
試験地　第1次試験地　
　　　　高崎市、さいたま市、新潟市、松本市ほか
　　　　第2次試験地　さいたま市ほか
合格者発表日　
　　　　第1次試験合格者　平成30年7月  3日㈫　午前9時
　　　　最終合格者        　平成30年8月21日㈫　午前9時
お問い合わせ先
　　※インターネット申し込みに関するお問い合わせ
　　　人事院人材局試験課　☎ 03-3581-5311内線2332
　　　午前9時から午後5時
　　　(土･日曜日及び祝日等の休日は除く。)
　　※上記以外のお問い合わせ
　　　関東信越国税局人事第二課試験係　
　　　☎ 048-600-3111 内線2097
　　　午前8時30分から午後5時
　　　(土･日曜日及び祝日等の休日は除く。)

平成30年度
国税専門官採用試験のお知らせ【上田税務署より】
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1
8
」

に
、青
木
村
商
工
会
工
業
部
会（
受
注
拡
大
特
別
委
員
会
）

が
出
展
し
、精
密
光
学
機
器
、精
密
プ
レ
ス
加
工
、手
術
用

針
、鋳
造
品
、ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
水
力・太
陽
光
発
電
機
を

展
示
し
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
七
年
に
初
出
展
し
、今
回
で
4
回
目
の
出
展

と
な
り
ま
し
た
が
、小
さ
な
村
で
も
ト
ッ
プ
企
業
に
負
け

な
い
技
術
を
売
り
に
、ラ
イ
バ
ル
企
業
と
の
交
流
や
、新
規

商
談
に
つ
な
が
る
出
会
い
が
あ
り
ま
し
た
。

　

青
木
村
商
工
会
工
業
部
会
で
は
、引
き
続
き
各
種
団
体

と
の
交
流
や
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、村
内
企
業
の
安
定
し

た
受
注
に
繋
が
る
よ
う
活
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

民
生
委
員
制
度
創
設
一
〇
〇
周
年
記
念

青
木
村
民
生
児
童
委
員
協
議
会
交
流
会
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
開
催
さ
れ
ま
し
た

今
年
も
商
工
会
工
業
部
会
が「
彩
の
国
ビ
ジ
ネ
ス

ア
リ
ー
ナ
2
0
1
8
」に
出
展
し
ま
し
た

ふるさと情報　フォトｄｅあおきふるさと情報　フォトｄｅあおき

◆松本スイーツ「ミソラサンド」
　松本市では、松本菓子組合などと協
働で、「松本スイーツ開発・普及事業」
に取り組んでいます。
　東京・永田町のホテル、「ザ・キャ
ピトルホテル東急」のシェフパティシエ　安里哲也さん監修の
もと、市内の７店舗が共同開発したスイーツ「ミソラサンド」は、
松本産の味噌、えごまを使った特製の「味噌キャラメル」を、お
店ごとに異なる皮でサンドしたお菓子です。
　現在は、開発に参加した７店舗で販売しているほか、市内
のイベントにも出品・販売しています。見かけたらぜひ手に取っ
てみてください。
松本スイーツＨＰ
http://www.matsumoto-sweets.jp/

13広報あおき　468号



　
囲
碁
の
部

　
優
　
勝
　
片
田
　
俊
雄
さ
ん

　
準
優
勝
　
山
本
　
　
悟
さ
ん

　
第
三
位
　
鴻
巣
　
一
昭
さ
ん

　
将
棋
の
部

　
優
　
勝
　
市
川
　
義
夫
さ
ん

　
準
優
勝
　
和
田
　
康
雄
さ
ん

　
第
三
位
　
櫻
井
　
　
薫
さ
ん

ふるさと情報　フォトｄｅあおきふるさと情報　フォトｄｅあおき

　

二
月
四
日
㈰
、

文
化
会
館
で
公
民

館
囲
碁
将
棋
大
会

が
開
催
さ
れ
、
各

部
門
で
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。
上
位
入
賞
者

は
次
の
と
お
り
で

す
。 公

民
館
囲
碁・将
棋
大
会
開
催
!!

信
州
青
木
村
竹
チ
ッ
プ
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

竹
粉
砕
機
実
演
会

　

二
月
三
日
㈯
恒
例
と
な
り
ま
し
た
大
節
分
祭
が
、

節
分
祭
実
行
委
員
会
の
皆
さ
ん
に
よ
り
、
役
場
駐
車

場
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

大
節
分
祭
に
あ
わ
せ

て
、
義
民
太
鼓
保
存
会
の

皆
さ
ん
に
よ
る
太
鼓
の
演

奏
や
、
親
子
餅
つ
き
大
会

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
勢
の
子
ど
も
た
ち

が
餅
つ
き
を
楽
し
み
、
つ

き
た
て
の
お
餅
が
会
場

の
皆
さ
ん
に
振
舞
わ
れ
ま

し
た
。

　

青
木
村
と
東
京
農
業
大
学
が
共
催
す
る
「
信
州
・
青
木

村
セ
ミ
ナ
ー
」
が
二
月
十
三
日
㈫
文
化
会
館
で
開
か
れ
、

①
沓
掛
区
の
運
営
組
織
と
存
立
形
態

②
有
害
鳥
獣
捕
獲
と
猟
友
会
の
将
来
像

③
健
康
づ
く
り
の
実
状
と
変
遷

④
村
の
生
活
文
化

⑤
道
の
駅
あ
お
き
で
の

　
　
　
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

に
つ
い
て
、
学
生
が
調
査
・
研

究
し
た
成
果
を
報
告
し
ま
し

た
。
受
け
入
れ
農
家
を
は
じ
め

地
元
住
民
な
ど
八
十
四
名
が
参

加
し
、
新
た
な
提
案
に
活
発
な

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
二
月
十
五
日
㈭
、青
木
村
文
化
会
館
横
の
圃
場
に
て
、「
信

州
青
木
村
竹
チ
ッ
プ
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
よ
る
竹
粉

砕
機
実
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
メ
ー
カ
ー
の
機
械
に

よ
る
竹
粉
砕
の
実
演
や
、
女
団
連
・
農
業
委
員
会
に
よ
る

竹
チ
ッ
プ
と
生
ご
み
を
合
わ
せ

た
堆
肥
作
り
の
説
明
が
さ
れ
、

村
内
外
か
ら
百
名
以
上
の
参

加
者
が
集
ま
り
、
そ
の
関
心
の

高
さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。
農

地
荒
廃
化
の
歯
止
め
と
生
ご

み
の
減
量
化
が
期
待
さ
れ
る

当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
興
味
の
あ

る
方
は
、
是
非
農
業
委
員
会
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

二
月
五
日
㈪
に
長
野
市
若
里

文
化
ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
た

「
遊
休
農
地
活
用
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」に
お
い
て
農
事
組
合
法
人
青

木
村
機
械
作
業
受
託
組
合
が
遊

休
農
地
活
用
功
績
者
と
し
て
長

野
県
農
業
協
同
組
合
中
央
会
会

長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

同
組
合
は
、そ
ば・
麦・
大
豆
の

ブ
ロ
ッ
ク
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ

る
地
域
の
水
田
転
作
作
物
栽
培

に
取
り
組
ん
で
お
り
、村
の
農
業

の
担
い
手
と
し
て
大
き
な
役
割

を
果
た
し
て
い
ま
す
。今
回
は
、

耕
作
放
棄
地
の
増
加
を
食
い
止

め
る
た
め
下
奈
良
本
地
区
を
中

心
に
遊
休
農
地
の
再
生
を
行
い
、

そ
ば「
タ
チ
ア
カ
ネ
」の
栽
培
に

取
り
組

ま
れ
て

い
る
こ

と
が
高

く
評
価

さ
れ
ま

し
た
。

大
節
分
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た

東
京
農
大  

信
州・青
木
村
セ
ミ
ナ
ー
開
催

青
木
村
機
械
作
業
受
託

組
合
が
遊
休
農
地
活
用

功
績
者
表
彰
を
受
賞

囲碁の部

将棋の部
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喜憂の欄については、HP上での掲載はしていません。

　『
姉
妹
都
市
・
長
泉
町
を
ご
紹
介
』

長泉町から長泉町から 姉　妹　都　市姉　妹　都　市

1

1
JR 東海道新幹線

JR 東海道本線
東名高速道路

浜松 IC
浜松

至 名古屋

静岡
清水

静岡 IC

富士 IC
沼津 IC

御殿場 IC

至 東京

熱海

伊東

沼津三島
富士

修善寺

下田

駿河湾
静 岡 県

裾野 IC
長泉町

　　長泉町役場・行政課
　　　☎055-989-5500
問

ふるさと情報　フォトｄｅあおきふるさと情報　フォトｄｅあおき

　
１
月
の
恒
例
行
事
で
あ
る
「
ど
ん
ど
焼
き
」
が
町
内
各
地
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
竹
や
正
月
飾
り
で
組
み
立
て
ら
れ
た
や
ぐ
ら
に
火
が
つ
け
ら
れ

る
と
瞬
く
間
に
炎
が
燃
え
広
が
り
、
参
加
者
か
ら
は
驚
き
の
声
が

あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
参
加
者
は
竹
に
刺
し
て
焼
い
た
団

子
を
食
べ
、
１
年
の
健
康
を
願
い
ま
し
た
。

一
年
の
無
病
息
災
・
五
穀
豊
穣
を
願
い

ど
ん
ど
焼
き

協
力
：
御
食
事
処 

恵

楽しい
洋風手巻き

作
り
方

①	

小
麦
粉
を
牛
乳
で
よ
く
溶
い

て
、お
玉
半
分
く
ら
い
の
量
を

ホ
ッ
ト
プ
レ
ー
ト
で
薄
く
焼
く
。

（
ク
レ
ー
プ
の
皮
の
よ
う
に
）

②	

ウ
イ
ン
ナ
ー
は
縦
半
分
に
切

り
、し
め
じ
、え
の
き
と
一
緒

に
炒
め
た
ら
、つ
ぶ
マ
ス
タ
ー

ド
と
し
ょ
う
ゆ
で
あ
え
る
。

③	

茹
で
た
え
び
と
千
切
り
に
し
た

レ
タ
ス
を
ケ
チ
ャ
ッ
プ
で
あ
え

る
。

④	

キ
ャ
ベ
ツ
を
さ
っ
と
茹
で
て
千

切
り
に
し
、コ
ー
ン
、マ
ヨ
ネ
ー

ズ
、し
ょ
う
ゆ
で
あ
え
る
。

⑤	

①
で
作
っ
た
皮
に
色
々
な
具
材

を
く
る
り
と
巻
い
て
食
べ
る
、

楽
し
い
洋
風
手
巻
き
の
出
来

上
が
り
‼

※
そ
の
他
具
材
の
レ
シ
ピ
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

皮
を
焼
く
際
、ホ
ッ
ト

プ
レ
ー
ト
の
設
定
温
度

を「
保
温
」に
し
て
、じ
っ

く
り
ゆ
っ
く
り
焼
く
こ
と

で
、白
く
き
れ
い
な
皮
が

作
れ
ま
す
！

ワンポイント

　

  

小
麦
粉
…
…
…
2
カ
ッ
プ

　

  

牛
乳
…
…
…
…
2
カ
ッ
プ

　

  

ウ
イ
ン
ナ
ー
…
…
…
２
本

　

  

し
め
じ
…
…
…
…
…
６
本

　

  

え
の
き
…
…
…
…
…
少
々

　

  

つ
ぶ
マ
ス
タ
ー
ド

…
…
大
さ
じ
１

　

  

し
ょ
う
ゆ……

小
さ
じ
１
／
２

　
  

え
び
（
小
）
…
４
～
６
尾

　

  
レ
タ
ス
…
…
…
…
…
１
枚

　

  
ケ
チ
ャ
ッ
プ
…
大
さ
じ
１

　

  

キ
ャ
ベ
ツ
…
…
…
…
１
枚

　

  

コ
ー
ン
…
大
さ
じ
１
～
２

　

  

マ
ヨ
ネ
ー
ズ
…
大
さ
じ
１

　

  

し
ょ
う
ゆ
…
…
…
…
少
々

地産地消プロジェクト

レシピ.9レシピ.9
おらが村の味おらが村の味

材
料（
２
人
分
）

皮具
材

①③④ ②

（
敬
称
略
）

③

②

④
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こ
の
館
跡
は
当
郷
の
小
字
横
手
に
あ
る
。推
定
地
の
東
側
に
は
阿
鳥
川
が
流
れ
る
。対
岸
の
南
東
側
段

丘
の
下
方
が
小
字
竹
の
花（
館
ノ
鼻
）で
す
。

竹
ノ
花
の
地
名
は
土
豪
達
の
屋
敷
の
あ
っ
た
場
所
・
す
な
わ
ち
館
の
あ
っ
た
場
所
の
先
端「
は
な
先
」事

で
す
。し
た
が
っ
て［
竹
ノ
花
］の
上
方
の
阿
鳥
川
の
右
岸
の
台
地
上
が
館

や
か
た

の
有
っ
た
場
所
と
推
定
さ
れ

て
い
ま
す
。こ
の
館
の
西
側
は
や
っ
く
ら（
石
積
）が
残
り
土
塁
が
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
が
、現
在
は
水

田
と
な
っ
て
い
る
。ま
た
北
側
は
土
塁
が
あ
り
、八
幡
社
の
祠
が
あ
る
。

南
側
は
ゆ
る
や
か
な
斜
面
と
な
っ
て
、下
方
は
小
字
中
村
と
な
っ
て

い
る
。館
跡
の
規
模
は
東
西
・
南
北
と
も
に
七
十
㍍
・
大
手
は
阿
鳥
川

沿
い
の
旧
麻
績
街
道
か
ら
で
、「
門
の
畑
」と
呼
ば
れ
る
所
と
推
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

館
附
近
の
畑
か
ら
は
、昭
和
七
年（
一
九
三
二
）に
古
銭
が
出
土
し
、古

い
物
は
開
元
通
宝（
七
一
六
～
）新
し
い
も
の
は
永
楽
通
宝（
一
四
〇
三
）

ま
で
の
中
国
の
古
銭
で
数
百
枚
が
発
見
さ
れ
た
が
、現
在
は
数
十
枚

が
保
管
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
館
跡
の
西
側
山
麓
に
は「
初し

ょ
ざ
い
け

在
家
」と
呼
ぶ
地
名
が
残
る
が
館

と
の
関
連
が
あ
っ
た
地
名
と
も
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
館
跡
の
段
丘
下
を
阿
鳥
川
に
沿
っ
た
古
道
を
南
下
す
る
と
古

刹
大
法
寺
に
通
じ
東
山
道
と
合
流
す
る
。北
上
す
る
と
管
社
で
分
岐

し
右
へ
折
れ
る
と
、善
と
う
峠
を
越
え
て
、室
賀
氏
の
館
跡
の
あ
っ
た
原
組
を
通
り
、中
世
に
お
い
て
栄

え
た
塩
田
城
と
村
上
氏
の
葛
尾
城
を
結
ん
だ
主
要
古
道
に
通
じ
る
し
、こ
の
道
は
本
村
で
も
八
幡
道
と

し
て
重
要
な
古
道
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
誰
が
拠
っ
た
館
か
関
心
の
有
る
所
で
す
が
、お
そ
ら
く
中
世

に
お
い
て
浦
野
氏
の
配
下
で
活
躍
し
た
塩
原
氏
の
館
跡
と
考
え

る
の
が
有
力
で
す

理
由
と
し
て
当
郷
一
帯
は
室
町
か
ら
戦
国
時
代
に
か
け
て
、塩

原
・
塩
原
之
郷
・
塩
原
大
法
寺
・
塩
原
之
郷
大
法
寺
分
な
ど
と
、諏

訪
上
社
の
神こ

う
ど
の使
御お

と

う頭
の
大お

お
が
た県
介
を
勤
め
た
記
録
が
あ
り
、存
在

の
事
実
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
当
郷
に
お
い
て
中
世
に
さ
か
の
ぼ
る
適
当
な
館
跡
が
横
手

以
外
に
確
認
で
き
な
い
こ
と
。中
世
に
お
い
て
土
豪
が
必
要
と
し

た
馬
を
確
保
す
る
為
の
牧
場
に
関
す
る
地
名
と
し
て
、竹
ノ
花
近

く
に
馬
せ
口
・
馬
く
ぼ
・
馬
場
・
駒
ご
め
な
ど
の
地
名
を
残
し
て
い

る
の
も
塩
原
氏
の
存
在
を
知
る
に
足
る
も
の
と
い
え
る
。

な
お
管
社
の
山
中
に
は「
ノ
ノ
ウ
」（
注
）屋
敷
が
伝
わ
る
。

注・巫
女
の
こ
と
で
、旧
祢
津
村
に
は
数
十
軒
の
屋
敷
が
あ
っ
た
。先
祖
を

呼
び
起
こ
し
た
り
も
し
、鎌
倉
時
代
か
ら
は
じ
ま
る
。

再生紙を使用しています

青
木
村
の
城
館
跡

（
三
）
当
郷
横
手
の
館
跡

（
文
責   

沓
掛
貞
人
）

横
手
館
跡

当
郷・横
手
の
図

青木小学校６年生

がんばれ
  あおきっ子

卒業式まで、残り数日となりま
した。今年一年間、青木小のリー
ダーとして、児童会活動で挨拶
や清掃、朝のマラソンなどを中
心に、全校のお手本となれるよ
うに活動してきました。
青木三山制覇、音楽会、運動会、
修学旅行、児童会祭りなど、大
きな行事を経験する度に忘れら
れない思い出を作ることがで
き、小学校生活最後の年にふさ
わしい充実した一年間になりま
した。保護者の皆様をはじめ、
地域の皆様にも大変お世話にな
りました。ありがとうございま
した。
お父さんお母さん
小学校の友達・先生方
地域のみなさん
ありがとうございました！

青木小学校６年生49名、
　あとわずかで卒業です！
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